
平成２９年度 地域日本語教育スタートアッププログラム

豊丘村日本語教室

『だんだんにほんご』
の実施状況について



①豊丘村の人口

●人口 ６，７６３人

●内外国人１１４人（人口の１．６９％）

・中国 ９３人（８２％）

・フィリピン １０人（９％）

・ブラジル ６人（５％）

インドネシア、タイ、イギリス、アメリカ、韓国各１人

平成２９年１２月現在



②日本語教室開設に向けた準備

■運営委員会の設置

事業採択後、教育長を座長とする９名からなる運営委員会を組織し、７回の会合を重ね、準備段階から教
室開設、運営の評価を行い、事業の進捗を図った。

■教室開設の目的

本村は満蒙開拓の歴史を背負っており、中国籍外国人の比率が圧倒的に高いので、そこに焦点を当て、
ニーズに即した学習プログラムを組み、地域に溶け込み、コミュニケーション不足によるトラブルや悩みの解
消につなげ、住民として自立していくよう支援し、共生の地域づくりをめざすことを主眼とした。

■ボランティアサポーターの設置

良き隣人として学習者と直接接して教室運営に関わるサポーターを公募した結果、９名の村民が名乗りを
上げた。
サポーター会議を４回開催し、アドバイザーやコーディネーターから指導をいただいて研修を深めた（写真）。

■ニーズの把握
教室開設前に、外国籍住民の学習ニーズを把握するため、ＤＭにより
アンケート調査を実施したほか、５人の外国籍住民を尋ね、個別ヒアリング
を行った。





■日本語教室の内容
●参加人数：１５人（中国８人、フィリピン１人、イギリス１人、日本５人）

●教室の内容：

●担当：コーディネーターの指導の基に、サポーターと受講生がグループワークを行った。

月 日 テ ー マ

11月16日教室開講、自己紹介

11月30日自分の住んでいるところ

12月7日家族のこと

12月21日てっぺん公園見学

1月11日お正月の遊び、食べ物

1月25日料理の話

2月8日旅行について

2月22日折り紙



③コーディネーターの主な活動

●運営委員会への参画 １２ｈ

●サポーターへの指導 １２ｈ

●日本語教室の指導 ２０ｈ

●外国籍住民のニーズ調査 ２６．５ｈ

●教室受講生募集に関すること ８ｈ

④アドバイザーの主な活動
●運営委員会での指導、助言

●村理事者との懇談

●サポーター会議での指導、助言

●教室運営の視察、指導、助言



⑤事業の実施体制

教育委員会

日本語教室運営委員会 公民館

サポーター会議

コーディネーター

日本語教室



⑥平成２９年度の課題
日本人と結婚して来村したばかりで日本語の不自由な受講生もおり、教室内でコー
ディネーターが個別対応している。指導体制の強化が必要である。

また、サポーターの得意分野を活かしながら教室の運営を進めていくことが肝要で
あり、これらを中心にアドバイザーの指導助言を受けていく。

⑦平成３０年度の予定
５月からの開設を目標に、アドバイザーの指導を受けながら、４月からサポーター
研修を行う。また、「外国人に分かり易いゴミの分別マニュアル」づくり、「とよおかま
つり」への参画等を通した日本語学習活動を織り交ぜた３０年度の事業計画を作成
する。

■豊丘村教育委員会（豊丘村公民館）


